
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所第2電気室受電設備更新

事業内容

第2電気室は昭和46年建設から50年以上が経過し、建物および受配電盤の劣化が著しい。受変電室は、体育館、西・東研修員宿泊棟、研修棟、食

堂といった重要な施設へ電力を送る中枢である。建物の外壁は斜面に接し、当該箇所からの雨漏り等が原因で停電事故の恐れもある。

また、本受変電設備は耐用年数（15年）を大きく超えており、老朽化が著しい。故障した場合、受注生産のため交換部品もない状況である。以上の

ことから、受電設備の施設・設備の一新を図るものである。

＜整備予定箇所＞
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端子接続部の発錆

端子接続部の発錆

雨水侵入状況

番号 名 称

① 高圧受電盤

② 高圧コンデンサ盤

③ スコットトランス盤

④ 低圧電灯盤 NO1

⑤ 低圧電灯盤 NO２

⑥ 低圧動力盤 NO1

⑦ 低圧動力盤

① ② ④③ ⑤ ⑥ ⑦

凡 例







中央監視機器機能表

中央監視端末ＰＣ

ＲＳ 端末通信装置

無停電電源装置 中央監視装置及び必要な端末伝送装置に無停電電源を供給する。

ＮＣ－ｂｕｓ コントロール・バス

現場に設置して中央監視装置とデータ通信を行う。

端末通信装置と各入出力点数は個別配線する。

入出力点数  ：中央管理点入出力一覧表参照

電源　　　  ：ＡＣ１００／２００Ｖ±１０％，５０Ｈｚ

ＵＰＳ

（簡易型）

入力　　　　　　　：ＡＣ／ＧＣ１００Ｖ

出力　　　　　　　：ＡＣ１００Ｖ　３０Ａ

バッテリー動作時間：１０分

バッテリー種類　　：小型シール鉛蓄電池

給電方式　　　　　：常時インバータ方式

中央監視装置と端末通信装置，コントローラ及びインターフェース間のデータ通信

を行う。

通信速度　　　：４８００ｂｐｓ以上

通信方式　　　：専用通信

入出力点数　：中央管理点入出力一覧表参照

電源　　　　：ＡＣ１００／２００Ｖ±１０％，５０Ｈｚ

空調機廻りの制御を行う。

中央監視装置とデータ通信を行う。

空調機用コントローラＤＤＣ

ＬＣＤ 液晶ディスプレイ

電源　　　　：ＡＣ１００Ｖ～２４０Ｖ　５０Ｈｚ

通信方式　　：専用通信

中央監視と連携し、ＤＤＣＶ、ＤＤＣＦ（ＶＡＶ、ＦＣＵコントローラ）

の管理を行う。

サブコントロールマスタＳＣＭ

電源　　　　：ＡＣ１００Ｖ～２４０Ｖ　５０Ｈｚ

通信方式　　：専用通信

ＦＣＵの制御を行う。

中央監視装置とデータ通信を行う。

ＦＣＵコントローラＤＤＣＦ 入出力点数  ：中央管理点入出力一覧表参照

ケーブル仕様　：ＥＭ－ＩＰＥＥＳ０．９－１Ｐ（ツイストペアケーブル）

参  考  仕  様概　　要名　　称記　号

システム管理情報の表示・操作及び、各種プログラムの設定，変更を行う。

マウスにて画面の選択及び、操作を行う。

　　　　　　　　　　　　スピーカー（ＳＰ）

ＣＰＵ　　　　　　　　：Ｉｎｔｅｌ　Ｃｏｒｅ　ｉ３－５１５７Ｕ以上

メモリ　　　　　　　　：８ＧＢ以上

ストレージ（ＳＳＤ）　：推奨２５６ＧＢ以上（４０ＧＢ以上の空き容量）

ＤＶＤ－ＲＯＭドライブ：ＤＶＤ－ＲＯＭ８倍速，ＣＤ－ＲＯＭ２４倍速

電源　　　　　　　　　：ＡＣ１００Ｖ±１０％，５０Ｈｚ，

　　　　　　　　　　　　３５０ＶＡ（ＬＣＤ含む）

ＯＳ　　　　　　　　　：Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｗｉｎｄｏｗｓ１０（６４ビット）

　　　　　　　　　　　　（システム機能要件を満たすバージョンとすること）

周辺機器　　　　　　　：マウス（ＭＳ），キーボード（ＫＢ），

グラフィック　　　　　：Ｉｎｔｅｌ　ＨＤ　５５００以上

（ＰＣ）
表示の中心となるユニットで、各種のリストやグラフの表示を行う。

又、マルチウィンドウ表示により複数のグラフ，データの同時表示を行う。

表示サイズ　　：２７型

表示色　　　　：１６７７万色

表示文字　　　：英数文字，カナ，ひらがな，漢字（ＪＩＳ第１，第２水準），

　　　　　　　　記号及び、図形

解像度　　　　：１９２０×１０８０ドット

（ＢＡＣｎｅｔ／ＩＰ）

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 中央監視装置の基幹をなす伝送幹線であり、各種データ伝送を行う。

通信プロトコルはＢＡＣｎｅｔ２０１２（プロトコルレビジョン１４），

ＨＴＴＰＳなど。

通信方式　　  ：Ｅｔｈｅｒｎｅｔ，ＴＣＰ／ＩＰプロトコル群，ＩＰＶ４対応

通信速度　　  ：１００Ｍｂｐｓ，１Ｇｂｐｓ

ケーブル仕様  ：１００ＢＡＳＥ－Ｔ（カテゴリー５ｅ）（エコマテリアル）

イーサーネット

ＳＶＣ 統合コントローラ ＰＣ（中央監視端末）のシステム全体の

管理情報（グラフィック画面，ポイント，プログラム等）の表示，設定，

操作を行う為の情報の一元管理を行う。

また、システム全体の管理，定周期でのデータ収集，蓄積，加工及び、下記の

周辺装置への入出力を統括管理する。（２４時間連続運転対応）

各コントローラと伝送を行い、ポイントデータ，スケジュール制御等を管理する。

又、トレンドデータの蓄積を行う。

主処理装置　　：６４ビットＣＰＵ

主記憶容量　　：２ギガバイト

補助記憶装置　：ＳＳＤ

　　　　　　　　（３２ギガバイト）

ＯＳ　　　　　：Ｌｉｎｕｘ

最大管理点数  ：４５０００ポイント（本仕様：２０００ポイント）

電源　　　　　：ＡＣ１００～２４０Ｖ

                ５０Ｈｚ，６０ＶＡ

ＮＩＦ ＮＣ－ｂｕｓ

インターフェース

中央監視装置とＮＣ－ｂｕｓ通信リモート機器との通信を行う。 通信方式 ：上位レベル　ＢＡＣｎｅｔ／ＩＰ

：下位レベル　ＮＣ－ｂｕｓ（専用通信）

ＮＣ－ｂｕｓライン数 ：４ライン／ユニット

：ＡＣ１００～２４０Ｖ，５０Ｈｚ，６３ＶＡ

（更新）

（既存再利用）

（既存再利用）

※更新

システム構成図

中央監視装置

ＰＣ

※

MS

KB

LCD

ＮＩＦ

※

ＮＣ－ｂｕｓ

ＣＰー１

個別線

ＣＰーＢ１

個別線

動力盤、分電盤

動力盤、分電盤

バルブ

センサ

※

ＣＰー２

個別線

動力盤、分電盤

バルブ

センサ

ＣＰー３

個別線

動力盤、分電盤

バルブ

センサ

ＣＰー４

個別線

動力盤、分電盤

バルブ

センサ

ＣＰーＪ

個別線

動力盤、分電盤

バルブ

センサ

ＣＰー５

個別線

動力盤、分電盤

バルブ

センサ

ＣＰー６

個別線

動力盤、分電盤

ＮＩＦ

※

Ethernet（BACnet／IP）

ＲＣＰーＫ

個別線

受変電設備

ＲＣＰーＪ

個別線

受変電設備

ＲＣＰーＳ

個別線

受変電設備

空調・衛生

ＮＣ－ｂｕｓ

電気

本工事

システム分電盤（システム制御盤）

※印へ電源供給

動力給電状態（母線の高速２７等）

自家発－商用切替遮断器（５２ＧＢ等）

自家発電圧確立（８４Ｇ・５２Ｇ等）

キュービクル
取合盤

自家発盤

自家発運転台数信号

３ｋＶＡ

ＵＰＳ

火災信号防災受信器

AC/GC100V(1φ2W／200V(3φ)30A)

Ｄ種接地相当 

停復電判断
リレー，
タイマ回路

未使用

電気工事

研究管理棟

変電室 情報棟 第２変電所

ＳＶＣへ（ＡＣ／ＧＣ

ＳＶＣへ

給電状態、自家発給電状態

インターロック

メカニカル

ＳＶＣ

※

※更新

※更新

※配線接続先の変更

※更新

※新設

システム制御盤内設置

※システム制御盤は再利用、盤内機器更新

（ＥＳＷ設置）

※印へ電源供給

（ESW含む）

RS×３ RS×３
RS×２（ﾃﾞｰﾀｰ収集） RS×３（ﾃﾞｰﾀｰ収集） RS×２（ﾃﾞｰﾀｰ収集）

RS×２（ﾃﾞｰﾀｰ収集）

DDC×３（空調機）

RS×１（ﾃﾞｰﾀｰ収集）

SCM×２（ﾌｧﾝｺｲﾙ）

DDC×１（空調機）

DDC×１（空調機）

DDC×１（空調機）

SCM×１（ﾌｧﾝｺｲﾙ）

SCM×１（ﾌｧﾝｺｲﾙ）

RS×１（ﾃﾞｰﾀｰ収集）

DDC×１（空調機）

SCM×２（ﾌｧﾝｺｲﾙ）

RS×１（ﾃﾞｰﾀｰ収集）

更新済み

更新済み

BF機械室

BF機械室

１F機械室（東）

1F機械室（南）

2F機械室（南）

2F機械室（南）

3F機械室（南）

RF機械室
※更新

温度検知器×４

中央監視装置

本工事



独立行政法人国立特別支援教育総合研究所体育館の空調設備整備

事業内容

本研究所の体育館は昭和５２年度に建築され築３７年が経過し現在に至っている。本体育館は、本研究所の研修事業の一環として、歩行訓練等の

自立活動等に関する実技を伴う研修や、特別支援教育の理解・啓発活動の一環として研究所公開時における障害者スポーツの実技体験などをおこな

ている。更には、今般、横須賀市からの要望を受け、災害時における防災協定を締結（令和７年３月）したところであり、今後本体育館は、横須賀地域で

災害が発生した場合、地域住民を対象として、熱傷、骨折、創傷、打撲などの外科的な負傷者を対象に応急手当を行う場所（地域医療救護所）等として

の活用がなされることとなる。

しかしながら、本施設の空調については送風機能のみを有した送風機が設置されているので、冷暖房設備が完備されていない状況である。本研究

所の研究事業の実施時はもちろん、災害時における地域医療救護所として機能させる場合、冷暖房設備の完備は必須であることから、その整備のた

めの経費を要求するものである。

＜整備予定箇所＞

研修棟

第2変電室

：空調設備対象範囲

体育館

体育館２階平面図

体育館南側立面図

凡例

空調室内機

空調室外機

体育館体育館現状写真 西研修員宿泊棟
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